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わが国最大のeマーケットプレイス
HTWX･21”の現状と今後の展開
NewDirectionofJapan-sBiggeste-Marketptace"mX-21”
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TWX-21会員企業

ビジネスアプリケーション

サービス

業務支援(代行)
サービス

奴′汲

日立製作所は,B2B分野でのアプリケーションサー

ビスプロバイダー事業として,企業間ビジネスメディ

アサービス"TWX-21”を提供している｡TWX-21は,

公正･安全･円滑な企業間の連携･取り引きの場で,

業務プロセスに沿って統合化されたビジネスアプリケ

ーションを提供するサービスである｡

特に製造業では,ビジネスのスピード化とグローバ

ル化により,取引先とのコラボレーションと企業競争

力のいっそう緊密な強化が求められている｡TWX-21

欝
はじめに

近年,企業間電子商取引(B2B:Business to Business)

の効率化と活性化を目的として,多くのe(Electronic)マー

ケットプレイスが立ち上がってきている｡製造業業界では,従

来のEDI(Electronic DataInterchange)のように,特定企

業とのパートナーシップ強化を口的とした｢高信頼で閉じた

ネットワーク+とともに,不特定多数の企業間との商取引を前提
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既存取引先

新規取引先

TWX-21のサービス提供ス

キーム

TWX-21では,会員に業務のIT

化を支援するサービスと,業務

そのものを支援,代行するサー

ビスを提供する｡TWX-21の会員

は,TWX-21を通じて,既存取引

先との連携を緊密にし,また､

新規取引先を発掘することがで

きる｡

注:略言吾説明

eMP(Electronic

Marketplace)

では,インターネット技術と業務ノウハウを生かし,業

務そのものを支援,代行することにより,会員の新し

いビジネスモデルに対応し,電子化に寄与している｡

例えば,取引先との間で緊密なSCMを構築するため

の生産情報共有サービスや,グローバルな資材調達

のための取引先を発掘し,交渉を効率化するグローバ

ルソーシンクサービスを提供している｡また,業界で

進められている企業間のコラボレーションを支援する

標準へも対応している｡

とした｢会員企業のためのオープンネットワーク+の利用が進展

している｡

口立製作所は,他のeマーケットプレイスに先駆けて,企業

間ビジネスメディアサービス"TWX-21''を提供している｡

TWX-21は,公正･安全･円滑な企業間の連携･取り引きの場

と,その上での統合化されたビジネスアプリケーションを提供

するサービスである｡

ここでは,製造業を中心としたB2fミの動向と,TWX-21の

位置づけ,および今後の展開について述べる｡
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g
TWX-21で提供するサービス

TWX-21では,複数の企業間にまたがる広範囲の業務プ

ロセスをサポートするため,各種サービス群を提供している｡

企業の各ビジネスプロセスに対応させたTWX-21提供サービ

スの内容を図1に示す｡

これらのサービスは,業務をIT(InformationTechnology)

技術で支援することにより,従来の取引関係での業務合理化

を支援することを特徴としている｡今後,TWX-21では,従来

の取引関係をいっそう強固にするとともに,新たな取引先との

関係確立もいっそう迅速にすることを目的として,業務のIT

支援だけではなく,業務そのものの代行を実施するサービス

を充実していく｡また,TWX-21単体だけではなく,他のeマー

ケットプレイスとの連携を通じて,これらのサービスを提供して

いくことにより,いっそう多くのサービスの提供を目指す｡

3
電子機器･部品業界を取り巻く状況

3.1経営のスピード化の=-ズの高まり

近年,製造業では,市場の激しい動き,製品ライフサイク

ルの短縮,および販売や調達のグローバル化に伴い,経営の

スピード化が生き残りのための重要な要素となっている｡その

ための一手段として,企業の枠や国･業界を越えたSCM

(Supply Chain Management)のグローバル化,最適化が

協調設計 調達･電子市場 サプライチェーン 決済

会員管理

課金管理

基盤提供 盲

セキュア 企業情報
ネッティンク

サービス

ネットワーク

サービス

ECALS/+EITA電子カタログ蔓

パートナー紹介
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生産情報共有

MRO集中巨轟買≡

施工者選定支援套

総合振り込

受注手配業務支援.遠

注:略語説明JE什A(JapanElectronicsandlnformationTechnology

lndustriesAssociation;社団法人電子情朝技術産業協会)

MRO(Maintenance,Repair,andOperations)

図1TWX･21で捷供するサービス群

TWX-21では,参加企業の各ビジネスプロセスをサポートするサービスを

提供する｡
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必要となってきている｡

具体的には,従来電子化されていなかった新製品開発情

報引き合い･見積もり情報,納入仕様書･変更仕様書の交換

などである｡また,従来は機密情報として公開しなかった製品

開発ロードマップや販売状況,生産計画,生産仕掛かり状況,

在庫情報などを,企業間で共有することにより,双方のタイム

リーな意思決定をサポートし,販売機会の最多化,在庫の最

少化に寄与する動きも活発になってきている｡

3.2 業界,コンソーシアムを中心とした標準化の動き

グローバルSCMの最適化を実現したのは,インターネットの

普及と,ITの急速な進歩である｡IT力のある企業は,インタ

ーネットを用いたSCM構築をいち早く手がけた｡しかし,標準

化されていないシステムの乱立により,複数の取引先に個別

の対応が求められ,IT投資の非効率化を招いている｡その

ため,交換,共有するデータ形式やその運用方法を標準化

し,業界全体の最適化を志向する活動が活発化してきた｡

それは,RosettaNetと社団法人電子情報技術産業協会

(JEITA)の活動に顕著に表れている｡

JEITAは,図2に示す国際標準の枠組みに基づき,実際

のビジネスを円滑に進めるための｢ビジネス上の取り決めの側

面+と,コンピュータやネットワーク上の処理を安全･円滑に運

営するための取り決めである｢情報処理技術側面+に分けて,

標準化を進めている｡後者については,米国を中心に標準

化が進められているebXML(Electronic Business Using

E幻ensible Markup Language)に基づいた標準を制定し

BOV

ビジネス上の

取り決めの側面

ビジネス運用ビュー

FSV

情報処理技術側面

機能サービスビュー

レ

イ
ヤ

注:略語説明 UML(UnifiedModelingLanguage)

XML(ExtensibleMarkupLanguage)
HTTP(HypertextTransferProtocoり

図2XML/EDl標準(ebXML)の枠組み

ISO/lEC146620pen-EDIReferenceModelでは,ビジネス規格と通信規

格を分離することで,lTの進化に対応できる業界標準の策定と,業界に依存

しない汎用製品の提供を実現する｡



つつある｡

膚
TWX･21の今後の方向

前述の電子機器･部品業界の動向を踏まえ,TWX-21の

新規サービスについて以下に述べる｡

4.1企業間コラボレーションの強化

一生産情報共有サービスー

電子機器メーカーにとって,調達リードタイムの削減,在庫

の削減,および納期の把握は,企業競争ノJを維持するため

に必須の課題であり,サプライヤーにとっても,バイヤーとの連

携強化は,販売拡大のために不可欠である｡そのため,双

方は互いの情報を開示し合い,連携して企業活動を推進す

ることが求められる｡

TWX-21生産情報共有サービスでは,バイヤーとサプライ

ヤーとのいっそう強固なコラボレーションを支援するために,バ

イヤーと複数の取引先企業が,生産計■l!引青報などの同一情

報を一元的に共有し,同期的に業務を遂行するためのサー

わが国最大のeマーケットプレイス"TWX-21''の現状と今後の展開
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ビスを提供している(図3参照)｡生産情報共有サービスを利

用することにより,独自にシステムを立ち上げるよりも短期間か

つ低コストで,取引先とのコラボレーションが可能となる｡

4.2 新しい業務パラダイム支援

-グローJてルソーシンクサービスー

わが国の製造業社には,東南アジアや中国をはじめとする

海外サプライヤーと効率的に資材調達交渉をすることが求め

られている｡しかし,グローバルな調達を実現するためには,

品目の選定,サプライヤーの発掘,選定,交渉など,多大な

時間と手間,経験を必要とする｡

TWX-21グローバルソーシングサービスは,調達条件を満

たすことができるサプライヤー数社とウェブ上で同時に価格交

渉し,サプライヤーの絞り込みを支援するサービスである｡グ

ローバルソーシングサービスは,調達原価の低減だけでは

なく,従来は多人な工数を要していた国内外のサプライヤー

との資材調達交渉と,新規サプライヤーの開拓の効率化に

寄与する(図4参照)｡また,サプライヤーにとっても,バイヤ

ーとの聞で透明度が高くフェアな交渉と,競合他社との競争

が可能となる｡
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バイヤー

ソーシンク案件
サプライヤー条件

●品目の選定

●応札サプライヤーの条件
(既存サプライヤーの指定も

●応札サプライヤーの選定結

●ソーシンク案件の登急

●応札状況の確認

ソーシンク

案件

サプライヤー

候補

TWX-21

企業情朝

E20Pen

企業情報

TWX-21

･連絡,問い合わせ

･参照,応札

●参照,応札

･連絡,問い合わせ

･応札状況の通知,認瓦採用

海外サプライヤー

●海外の新規サプライヤー

●海外の應存サプライヤー

国内サプライヤー

●国内の新規サプライヤー

●国内の既存サプライヤー

図3生産情報共有サービスのイ

メージ

生産情報共有サービスでは,バイ

ヤーとサプライヤーとのいっそう強

固なコラボレーションを支援するた

めの情報共有アプリケーションを提

供している｡

注:略語説明

SCP(SupplyChainPlanning)

Cll(産業情報化推進センター)

図4グローバルソーシンクサ

ービスのイメージ
国内外のサプライヤーの中から調

達条件を満たすサプライヤーを選定

し,応札イベントを実施することに

より,資材調達交渉を効率化する｡
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電子機器メーカー 部品メーカー
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注:略語説明 BP(BusinessProcess)

MSH(MessageServiceHandler)

SOAP(SjmpleObjectAccessProtocoり

図5JEITA標準へのTWX-21での対応

TWX-21では,ASP(ApplicationServiceProvider)としてJE什A標準をサポ

ートするサービスを提供する｡

4.3 業界標準対応,他のeマーケットプレイスとの連携

3章で述べたとおり,JEITAやRosettaNetによる新しいビ

ジネスモデルの電子化,標準化が進行している｡これらは,標

準を採用している企業のビジネスの最適化を目指したもので

あり,当然,ビジネスの場となる国,地域,業界ごとに異なっ

たビジネスモデルが適用される｡グローバルなビジネスを展開

している企業にとっては,それぞれのビジネスモデルに柔軟に

対応できる仕掛けが必要となる｡また,ビジネスの最適化には,
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企業間システムと企業内システムとの緊密な連携が必要とな

る｡企業内システムへの十分なIT投資が困難な中小･中堅

企業にとっても,新しいビジネスモデルヘの対応が必要となる｡

TWX-21では,図5に示す利用モデルを想定し,電子機

器メーカー･部品メーカーの双方へ,アプリケーションサービ

スプロバイダーとしてJEITA標準をサポートするサービスを提

供し,中小企業のためにウェブインタフェースによるアクセスも

可能にする｡

霧
おわりに

ここでは,電子機器･部品業界における新しいビジネスモデ

ルの電子化･標準化の中での,TWX-21の今後の方向性に

ついて述べた｡

ITの急進により,企業どうしの協調関係が強化され,その

中で自社が持つコアコンビタンス(中核的能力)を生かすこと

のできる企業が勝ち残れる時代となった｡

"TWX-21''では,企業どうしの連携を深め,ITによる業務

支援にとどまらず,業務そのものを支援,代行する｡これによ

り,参加企業のニーズにさらにマッチしたサービスへと拡充し,

その提供を凶っていく考えである｡
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